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北るもい漁協

米森 みゆきさん

・殻付甘えび・・・28匹
・殻付ほたて・・・12枚
・にんじん・・・30ｇ
・玉ねぎ（大）・・・1/4個
・三つ葉・・・30g
・天ぷら粉・・・適量

・冷水・・・適量
・サラダ油・・・適量
・みりん・・・50cc
・醤油・・・50cc
・昆布だし・・・1.2カップ
・ご飯・・・2合

今回は甘えびとほたてを贅沢に使った「かき揚げ
丼」をご紹介します。プリプリ・サクサクの甘えびと
ほたての風味に、思わず箸が進むことうけあい
です。

材料（4人分）

かき揚げ丼
えびとほたてがたっぷり！ ちょっと贅沢ご馳走丼

浜のおかあさん

レシピ

殻付甘えびの頭を取り、殻をむく。
殻付ほたてをむき、貝柱を1/4に切る。
にんじんは3cmの長さの細切りにする。玉ねぎ
は繊維にそって縦に薄切りにする。三つ葉は
3cmの長さに切りそろえる。
ボールに天ぷら粉と冷水を入れて溶き、だまが少し
残る状態まで太めの箸で切るように混ぜる。
ボールに①②③の材料を入れ混ぜ合わせ、少量
の天ぷら粉を全体にまぶす。
⑤に④を加え混ぜ合わせ、木杓子にのる分量ず
つひとまとめにし、170℃の油できつね色になる
まで揚げ、油を切る。
鍋にみりんを入れて火にかける。煮立ったら醤油
と昆布だしを加えさっと煮て、つゆを作る。
⑥のかき揚げを⑦で作ったつゆにくぐらせ、丼に
よそったご飯にのせたら出来上がり。

❶
❷
❸

❹

❺

❻

❼

❽

作り方

水産技術普及指導所を訪ねて ～最終回 宗谷・留萌海域～
平成29年度ぎょれん事業計画 －後編－
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ト
テ
ン
酸
不
足
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
え
ば
、
最
近
私
も
頭
痛
や
動

悸
が
よ
く
起
こ
る
の
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
更
年
期
だ
か
ら
こ
れ
も
ま
た
仕
方

な
い
の
か
な
と
簡
易
に
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
広
く
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
食
生
活
が

乱
れ
る
と
広
い
範
囲
で
不
足
し
が
ち

と
も
い
え
ま
す
。

　体
に
優
し
い
食
事
に
は
、「
ま
ご
は

（
わ
）や
さ
し
い
」
の
頭
文
字
の
食
品

を
と
る
の
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
ま
」
は
豆
、「
ご
」
は
胡
麻
な
ど

の
種
実
類
、「
わ
」
は
わ
か
め
な
ど
の

海
藻
類
、「
や
」
は
野
菜
、「
さ
」は
も

ち
ろ
ん
お
魚
、「
し
」
は
椎
茸
な
ど
の

き
の
こ
類
、「
い
」
は
芋
類
。

　最
近
で
は
「
ま
ご
こ
は
や
さ
し
い

よ
」
と
も
。「
こ
」
は
米
、「
よ
」
は

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
発
酵
食
品
で
す
。

私
た
ち
日
本
人
は
「
こ
れ
が
体
に
い

い
！
」
と
い
う
情
報
に
す
ぐ
に
影
響

さ
れ
、
そ
れ
ば
か
り
を
食
べ
た
り
、

「
こ
れ
は
食
べ
な
い
方
が
い
い
！
」
と

聞
く
と
全
く
食
べ
な
か
っ
た
り
と
、

極
端
な
食
生
活
に
走
り
が
ち
な
国
民

性
で
す
。
私
は
極
端
な
制
限
ダ
イ

エ
ッ
ト
な
ど
は
お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。

ご
飯
、
汁
物
、
お
魚
、
あ
え
も
の
な

ど
、
今
日
の
食
卓
は
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
日
本
型
食
生
活
に
な
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
心
掛
け
る
と
、
パ
ン
ト
テ

ン
酸
不
足
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。

　パ
ン
ト
テ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
て

　パ
ン
ト
テ
ン
酸
？
初
め
て
耳
に
す

る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

パ
ン
ト
テ
ン
酸
は
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
の
一
つ
で
す
。
名
前
の
由
来

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
広
く
ど
こ
に
で

も
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
そ

の
言
葉
の
通
り
い
ろ
い
ろ
な
動
植
物

食
品
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
糖
質
、

脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
の
代
謝
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作
る
の
に
必
要
な
役
割
を

し
て
い
ま
す
。
通
常
パ
ン
ト
テ
ン
酸

は
腸
内
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現

代
人
は
ち
ょ
っ
と
要
注
意
な
の
で
す
。

パ
ン
ト
テ
ン
酸
が
不
足
す
る
と
、
ス

ト
レ
ス
に
対
抗
で
き
ず
、
皮
膚
炎
や

腸
炎
、
円
形
脱
毛
症
、
頭
痛
、
動
悸

な
ど
様
々
な
症
状
が
お
こ
り
ま
す
。

髪
の
ツ
ヤ
が
な
く
な
っ
た
り
、
白
髪

や
赤
茶
け
た
髪
が
増
え
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
足
の
し
び
れ
や
「
疼

痛
」、
な
ん
と
な
く
全
身
が
む
ず
む
ず

す
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
「
蟻
走

感
」
を
感
じ
る
こ
と
も
ま
た
、
パ
ン

パントテン
酸

・ 糖質、脂質、タンパク質の代謝
  やエネルギーを作るのに必要 

なみまるくん
おさかな
栄養辞典

い
る
魚
介
類
は
、「
か
れ
い
」「
ま

す
」「
い
か
」「
い
わ
し
」「
た
ら
こ
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
季
節
の
魚
介
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
生
活
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
が
取
れ
な
い
あ
な
た
、
そ
れ
は

も
し
か
し
た
ら
パ
ン
ト
テ
ン
酸
不
足

か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

パントテン酸の主な効能

いか

今月の管理栄養士

坂下 美樹
管理栄養士/調理師/製菓衛生師/
フードコーディネーター
実母で料理研究家の坂田蓉子に師事
（さかた料理研究室主宰）。
現在、北海道新聞 生活面「今日の1品」
執筆中。「道新文化教室」開催。道新ポ
ケットブック等の料理制作など。平成20年
11月「カフェ＆料理教室/うららか」オープン。
ぎょれんと共にレシピの制作多数。

と
う

ど
う    

き

し
ゅ
　 じ
つ

ぎ

そ
う

か
ん

つ
う

かれい、ます、いか、いわしなど

パントテン酸が
多く含まれている魚介類

ます

かれい

いわし

今月の栄養は…

「パントテン酸」
ストレス社会で体を守る「どこにでもある」
栄養素
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特集 平成29年度ぎょれん事業計画 －後編－ 平成２9年度
　　ぎょれん事業計画－後編－

特 集
SPECIAL

販
売
事
業
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
事
業
計
画

 

１
．
秋
鮭

 

２
．
ほ
た
て

ウ
．
格
付
員
と
の
連
携
に
よ
る
品
質
（
選
別
・

異
物
）
向
上
に
向
け
た
改
善 

エ
．
海
外
華
僑
市
場
向
け
販
路
の
拡
大 

オ
．
中
華
系
訪
日
客
向
け
販
売
の
促
進

　
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
平
成
23
年
度
以
降
１
万
９
千
ト
ン
を
下
回
っ
て
お

り
、
低
水
準
の
生
産
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携

し
、
生
産
回
復
に
向
け
た
増
産
対
策
、
省
力
化
の
推

進
な
ど
生
産
振
興
対
策
を
継
続
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
踏
ま
え
、
健
康
食
品
と
し
て
の
優
位
性
を
前

⑤
生
産
基
盤
整
備
対
策 

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
・
道
総
研

と
連
携
し
た
安
定
生
産
確
保
に
向
け
た
各
種

試
験
調
査
の
実
施

（
２
）
製
品
販
売 

①
玉
冷 

ア
．
今
年
度
の
生
産
減
に
対
応
し
た
集
荷
力
・

販
売
力
の
強
化 

イ
．
来
年
度
以
降
の
生
産
増
に
対
応
し
た
流
通

環
境
の
整
備 

ウ
．
需
給
回
復
に
向
け
た
積
極
的
海
外
輸
出
へ

の
取
り
組
み 

エ
．
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
露
出
機
会
の
拡

大
等
、
積
極
的
な
販
促
展
開 

②
ボ
イ
ル 

ア
．
N
e
t
1
㎏
製
品
の
品
質
訴
求
に
よ
る
提

案
販
売
の
強
化 

イ
．
重
点
加
工
業
者
と
の
協
議
継
続
と
取
り
組

み
の
検
証 

ウ
．
海
外
末
端
販
路
の
拡
大 

③
生
鮮
ほ
た
て 

ア
．
活
貝
・
生
鮮
む
き
身
・
生
貝
柱
等
の
製
品

特
性
を
生
か
し
た
提
案
販
売
の
強
化 

イ
．
国
内
の
地
域
別
特
性
に
基
づ
く
、
き
め
細

か
な
販
売
の
実
施 

④
乾
貝
柱 

ア
．
海
扇
会
・
香
港
八
聯
と
の
取
り
組
み
強
化 

イ
．
香
港
へ
の
安
定
供
給
を
図
る
為
、
各
組
合

と
生
産
量
・
ア
ソ
ー
ト
等
に
つ
い
て
協
議 

化
を
図
る
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
本
年
度
は
、
こ
う
し
た
ほ
た
て
を
取
り
巻
く
環
境

の
大
き
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
国
内
・
海
外
に

お
け
る
ほ
た
て
製
品
の
消
流
安
定
化
を
図
る
た
め
、

北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
流
通
対
策 

①
国
内
対
策 

ア
．
国
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策
の
継

続 

イ
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し

た
宣
伝
販
促
の
拡
充 

②
輸
出
対
策 

ア
．
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
の
為
、
振
興
協
会
と

連
携
し
た
諸
対
策
の
継
続 

イ
．
水
漬
け
加
工
の
さ
れ
て
い
な
い
玉
冷
製
品

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
を
継
続 

ウ
．
冷
凍
原
料
貝
、
活
貝
輸
出
の
実
態
掌
握
と

問
題
点
の
洗
い
出
し
並
び
に
対
応
策
の
協
議 

③
貝
毒
対
策 

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
連
携
し
た

貝
毒
管
理
体
制
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

強
化 

イ
．
青
森
県
・
青
森
県
漁
連
と
の
貝
毒
・
原
貝

情
報
の
共
有
管
理
体
制
の
確
立 

④
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証 

ア
．
北
海
道
産
ほ
た
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の

一
環
と
し
て
維
持
継
続 

　
こ
れ
ま
で
、
ほ
た
て
漁
業
は
安
定
的
な
生
産
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に

よ
り
生
産
が
減
少
し
、
昨
年
度
の
全
道
水
揚
は
平
成

元
年
以
降
最
低
の
25
万
８
千
ト
ン
の
水
揚
に
止
ま
り
、

道
内
加
工
業
者
へ
の
影
響
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
流
通
面
で
は
、
減
産
お
よ
び
輸
出
主
導
の
高
値
形

成
に
よ
り
、国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
海
外
に
お
い
て
は
世
界
最
大
の

ほ
た
て
消
費
国
で
も
あ
る
米
国
に
お
い
て
消
費
量
の

落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
好
調
で
あ
っ

た
輸
出
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
噴
火

湾
地
区
を
主
体
に
全
道
的
な
水
揚
回
復
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
適
正

〈
魚
卵
製
品
〉 

①
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化
へ
の
取
り
組
み
と
新
規
需
要
開
拓 

　
量
販
店
・
業
務
筋
な
ど
へ
の
流
通
安
定
化
や
需

要
が
伸
長
傾
向
な
外
食
・
中
食
等
へ
の
販
路
拡

大 

②
需
要
に
対
応
し
た
生
産
体
制
の
整
備
推
進 

③
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
拡
充 

（
３
）
輸
出
対
策 

〈
原
料
輸
出
〉 

①
中
国
向
け
販
路
の
再
構
築
及
び
新
た
な
拠
出

ル
ー
ト
（
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
）

と
の
取
り
組
み
拡
充 

〈
製
品
輸
出
〉 

①
中
国
内
販
向
け
の
販
路
拡
充
強
化
及
び
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
販
路
の
確
立 

②
将
来
的
な
欧
米
直
輸
出
に
関
す
る
調
査
並
び
に

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

（
４
）
そ
の
他

①
世
界
標
準
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得
に
向

け
た
関
係
機
関
と
の
取
り
組
み
強
化 

②
輸
出
環
境
整
備
に
向
け
た
、
国
・
道
と
の
連
携

並
び
に
取
り
組
み
の
推
進

（
１
）
生
鮮
対
策 

①
消
費
嗜
好
に
即
し
た
製
品
規
格
へ
の
対
応
推
進 

②
旬
に
お
け
る
、国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
生
フ
ィ

レ
・
生
筋
子
等
の
全
国
的
な
販
促
の
拡
充

（
２
）
国
内
対
策 

〈
親
製
品
〉 

①
国
内
消
費
の
伸
長
を
目
的
と
し
た
冷
凍
・
定
塩

フ
ィ
レ
製
品
の
販
売
強
化 

②
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
骨
取
製
品
の
安
定
供
給

体
制
整
備
と
拡
販 

③
高
次
加
工
品
（
生
食
、
切
身
、
即
食
品
等
）
の

商
品
開
発
並
び
に
販
路
拡
大 

④
流
通
安
定
化
に
向
け
た
海
外
加
工
の
継
続
と
国

内
外
食
・
中
食
産
業
へ
の
取
り
組
み
強
化 

⑤
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
実
施 

⑥
国
の
補
助
事
業
（
需
給
調
整
事
業
等
）
の
効
果

的
な
活
用
へ
の
取
り
組
み

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
、
旬
や
栄

養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
を
推
進 

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
簡
便
な
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
及
び
消
費
喚
起
の
推
進 

③
道
内
観
光
客
向
け
事
業
の
展
開 

ア
．
日
本
人
に
対
す
る
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設

に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催 

イ
．
外
国
人
に
対
す
る
居
酒
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
等

で
の
普
及
啓
発
の
推
進 

④「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
で
構
成
）
に
よ
る
地
産
地
消
・
魚
食
普
及

の
強
化

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
・
栄
養
士
に
対
す
る
道
産
水
産
物
の
優

位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

②
次
世
代
の
消
費
を
担
う
園
児
・
小
学
生
な
ど
若

年
層
向
け
に
、
特
別
講
座
の
実
施 

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

継
続 

②
食
品
表
示
法
の
施
行
に
伴
う
適
正
表
示
の
徹
底

指
導 

③
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員
の
「
食
品
表
示
検
定
」

有
資
格
者
拡
大
に
よ
る
商
品
表
示
知
識
の
向
上

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催 

②
全
道
漁
協
工
場
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
の
消
費
が
漸
次
減
少
す
る
中
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
積
極

的
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。 

　
宣
伝
販
促
事
業
は
、
道
産
水
産
物
の
優
位
性
や
利

用
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
た
各
種
販
促
を
展
開
し

ま
す
。 

　
食
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
調
理
師
や
栄
養
士
の
他
、

主
婦
層
や
次
世
代
の
消
費
者
と
な
り
う
る
若
年
層
を

対
象
に
、
講
座
や
調
理
実
習
を
行
い
、
道
産
水
産
物

の
魅
力
発
信
と
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。 

　
広
報
・
組
織
活
動
は
、
取
り
巻
く
環
境
や
情
報
を

的
確
に
浜
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
情
報
交
流
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
と
「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理

レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上 

②
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た
組
織
的
取
り

組
み
の
継
続

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化 

②
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
改
善
指
導
の
継

続
（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
い
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
で
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
・
流
通
に

至
る
ま
で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管

理
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
適
正

表
示
等
へ
の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の

起
点
と
な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
高
度

化
を
推
進
し
、
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携

加
工
業
者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
の
向
上
に
向
け
道

産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
対
策
を
継
続
強
化
し
ま
す
。

・
昆
布
製
造
機
械
の
情
報
提
供 

・
道
内
他
地
区
の
効
果
的
な
生
産
方
法
の
紹

介 

イ
．
各
地
区
生
産
者
代
表
に
よ
る
昆
布
増
産
に

向
け
た
意
見
交
換
会
の
実
施 

ウ
．
異
物
混
入
防
止
対
策
の
継
続 

・
生
産
者
向
け
、
異
物
混
入
に
関
す
る
資
料

の
作
成
・
配
布
の
継
続
実
施

（
２
）
流
通
対
策 

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
連
携
し
た
消
流
宣
伝 

ア
．
日
経
ヘ
ル
ス
等
の
雑
誌
と
連
携
し
た
、
昆

布
の
健
康
価
値
・
使
い
方
の
訴
求 

イ
．「
11
月
15
日
・
昆
布
の
日
」
を
契
機
と
し

た
各
種
媒
体
に
よ
る
販
促 

ウ
．
昆
布
の
機
能
成
分
研
究
の
実
施
及
び
消
費

者
へ
の
効
果
的
な
発
信 

エ
．
食
育
活
動
、
昆
布
講
座
、
料
理
教
室
な
ど

の
継
続
的
な
実
施 

オ
．
E
U
圏
に
お
け
る
昆
布
普
及
活
動
の
継
続

実
施

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
本

昆
布
協
会
（
日
昆
）・
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同

組
合
（
全
調
）
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互

理
解
に
よ
る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

面
に
押
し
出
し
た
効
果
的
な
宣
伝
・
販
促
活
動
を
国

内
・
国
外
に
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
異
物
混

入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心
な

昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
増
産
対
策 

ア
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業 

・
最
終
年
度
と
な
る
本
事
業
の
検
証
と
報
告

と
今
後
の
検
討 

イ
．
雑
海
藻
駆
除
に
関
す
る
取
り
組
み 

・
道
総
研
に
依
頼
の
研
究
結
果
に
基
づ
く
駆

除
面
積
・
強
度
に
つ
い
て
の
協
議
の
実
施 

②
生
産
省
力
化
及
び
品
質
向
上
へ
の
取
り
組
み 

ア
．
生
産
者
へ
の
情
報
提
供 

　
昨
年
度
の
道
内
に
お
け
る
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
、
台

風
・
時
化
の
影
響
に
よ
り
操
業
開
始
が
遅
れ
た
こ
と

に
加
え
、
全
道
的
に
沿
岸
水
温
が
例
年
以
上
に
高
く

推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
数
量
は
平
成
に
入
り
最

も
少
な
い
７
万
５
千
ト
ン
、
浜
値
の
平
均
単
価
は
５

８
６
円
／
㎏
と
な
り
ま
し
た
。 

　
製
品
に
お
い
て
は
、
親
製
品
・
魚
卵
製
品
と
も
国

内
需
要
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
輸
出
に

つ
い
て
も
親
製
品
の
中
国
向
け
の
搬
出
が
低
水
準
に

留
ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

お
り
、
高
コ
ス
ト
と
な
っ
た
製
品
の
消
流
停
滞
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
水
揚
げ
が
低
水
準
に
推
移
す
る
中
、

魚
価
は
好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭

鱒
供
給
量
は
安
定
し
て
お
り
、
国
内
外
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
本
道
秋
鮭
漁
業
に
対
す

る
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
秋
鮭
の
消
流

安
定
を
図
る
た
め
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
た
施
策

の
継
続
実
施
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
・
海
外

に
お
け
る
秋
鮭
製
品
の
需
要
伸
長
に
向
け
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
各
種
料
理
教
室
で
の
栄
養
面
の
訴
求
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
３
）
広
報
・
組
織
活
動  

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
の
発
行
継
続
と
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供 

②
漁
協
購
販
推
進
全
道
地
区
委
員
長
会
及
び
女
性

連
・
漁
青
連
と
連
携
し
た
組
織
活
動
の
実
施

　
漁
業
経
営
の
安
定
に
向
け
、
漁
業
用
燃
油
の
適
正

価
格
に
よ
る
安
定
供
給
及
び
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
に
よ
る
漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
会
員
と
連

携
し
な
が
ら
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
漁
業
用
資
材
に
お
い
て
は
、
漁
業
用
資
材
全
般
の

価
格
増
嵩
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・
普
及
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
牽
制
機
能
の
強
化
を
図
り
、

営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

　
漁
業
用
燃
油
は
、
原
油
価
格
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
減
産
合

意
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
、
加
え
て
米
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
供
給
量
や
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国
の
動
向
、
ま

た
為
替
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き
不
透
明
感
が

強
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
燃
油
取
扱

系
統
集
中
化
に
よ
る
価
格
低
減
化
と
燃
油
施
設
整
備

を
通
じ
た
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
加
え
て
、
施
設
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
浜
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提
案
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
・
定
置
資
材
）
の
取
扱
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
生
産
の
実
施 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ

る
営
業
拡
大 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化 

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

②
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け
た

漁
業
用
燃
油
（
特
に
軽
油
）
の
取
扱                

③
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
の
計
画
的
な
実
施 

④
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化
に
向
け

た
全
道
各
地
区
研
修
会
の
開
催 

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進   

②
大
型
タ
ン
ク
・
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
平
成
28
年
度
新
た
に
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商

品
の
普
及
促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機    

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
用
穴
あ
け
機   

②
㈱
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
・

連
携
強
化
に
よ
る
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提

案
　
か
つ
て
な
い
水
揚
の
減
少
に
よ
っ
て
道
内
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生
産
、
加
工
、
流
通
、
消
費
と
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
果
敢
に
諸
対
策
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
配
当
の
継
続
、
財
務

基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
に
は
、
次
期
中
期
的
事
業
推
進
方
向
に

沿
っ
た
各
種
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体
の
再
編
整
備
や
総
合
的
な

危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
環
境
変
化
に
対
応
し
得
る
柔
軟
な
組
織
体
制
の

構
築 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施 

　
ア
．
直
営
工
場
に
お
け
る
生
産
設
備
の
更
新 

　
イ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所
・
住
宅
の
建
替 

④
業
・
事
務
合
理
化
に
向
け
た
次
期
電
算
シ
ス
テ

ム
の
導
入
（
Ｈ
30
・
4
導
入
予
定
）

（
２
）
人
材
育
成
の
強
化 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

③
関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

適
正
人
員
配
置
の
実
現

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
強
化 

①
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化

　
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底 

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
実

践 

③
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
強
化

　先月から２か月にわたり、ぎょれんの平成２９年度事業計画をご紹介しています。
　今月は、販売事業、食の安全・安心対策、宣伝販促・食育・広報事業、購買事業、そして、
経営体制に関する事業計画についてお伝えします。

本州スーパーでの販売促進活動
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全道秋鮭の水揚量と平均単価推移
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特集 平成29年度ぎょれん事業計画 －後編－

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

 

３
．
昆
布

ウ
．
格
付
員
と
の
連
携
に
よ
る
品
質
（
選
別
・

異
物
）
向
上
に
向
け
た
改
善 

エ
．
海
外
華
僑
市
場
向
け
販
路
の
拡
大 

オ
．
中
華
系
訪
日
客
向
け
販
売
の
促
進

　
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
平
成
23
年
度
以
降
１
万
９
千
ト
ン
を
下
回
っ
て
お

り
、
低
水
準
の
生
産
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携

し
、
生
産
回
復
に
向
け
た
増
産
対
策
、
省
力
化
の
推

進
な
ど
生
産
振
興
対
策
を
継
続
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
踏
ま
え
、
健
康
食
品
と
し
て
の
優
位
性
を
前

⑤
生
産
基
盤
整
備
対
策 

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
・
道
総
研

と
連
携
し
た
安
定
生
産
確
保
に
向
け
た
各
種

試
験
調
査
の
実
施

（
２
）
製
品
販
売 

①
玉
冷 

ア
．
今
年
度
の
生
産
減
に
対
応
し
た
集
荷
力
・

販
売
力
の
強
化 

イ
．
来
年
度
以
降
の
生
産
増
に
対
応
し
た
流
通

環
境
の
整
備 

ウ
．
需
給
回
復
に
向
け
た
積
極
的
海
外
輸
出
へ

の
取
り
組
み 

エ
．
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
露
出
機
会
の
拡

大
等
、
積
極
的
な
販
促
展
開 

②
ボ
イ
ル 

ア
．
N
e
t
1
㎏
製
品
の
品
質
訴
求
に
よ
る
提

案
販
売
の
強
化 

イ
．
重
点
加
工
業
者
と
の
協
議
継
続
と
取
り
組

み
の
検
証 

ウ
．
海
外
末
端
販
路
の
拡
大 

③
生
鮮
ほ
た
て 

ア
．
活
貝
・
生
鮮
む
き
身
・
生
貝
柱
等
の
製
品

特
性
を
生
か
し
た
提
案
販
売
の
強
化 

イ
．
国
内
の
地
域
別
特
性
に
基
づ
く
、
き
め
細

か
な
販
売
の
実
施 

④
乾
貝
柱 

ア
．
海
扇
会
・
香
港
八
聯
と
の
取
り
組
み
強
化 

イ
．
香
港
へ
の
安
定
供
給
を
図
る
為
、
各
組
合

と
生
産
量
・
ア
ソ
ー
ト
等
に
つ
い
て
協
議 

化
を
図
る
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
本
年
度
は
、
こ
う
し
た
ほ
た
て
を
取
り
巻
く
環
境

の
大
き
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
国
内
・
海
外
に

お
け
る
ほ
た
て
製
品
の
消
流
安
定
化
を
図
る
た
め
、

北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
流
通
対
策 

①
国
内
対
策 

ア
．
国
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策
の
継

続 

イ
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し

た
宣
伝
販
促
の
拡
充 

②
輸
出
対
策 

ア
．
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
の
為
、
振
興
協
会
と

連
携
し
た
諸
対
策
の
継
続 

イ
．
水
漬
け
加
工
の
さ
れ
て
い
な
い
玉
冷
製
品

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
を
継
続 

ウ
．
冷
凍
原
料
貝
、
活
貝
輸
出
の
実
態
掌
握
と

問
題
点
の
洗
い
出
し
並
び
に
対
応
策
の
協
議 

③
貝
毒
対
策 

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
連
携
し
た

貝
毒
管
理
体
制
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

強
化 

イ
．
青
森
県
・
青
森
県
漁
連
と
の
貝
毒
・
原
貝

情
報
の
共
有
管
理
体
制
の
確
立 

④
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証 

ア
．
北
海
道
産
ほ
た
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の

一
環
と
し
て
維
持
継
続 

　
こ
れ
ま
で
、
ほ
た
て
漁
業
は
安
定
的
な
生
産
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に

よ
り
生
産
が
減
少
し
、
昨
年
度
の
全
道
水
揚
は
平
成

元
年
以
降
最
低
の
25
万
８
千
ト
ン
の
水
揚
に
止
ま
り
、

道
内
加
工
業
者
へ
の
影
響
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
流
通
面
で
は
、
減
産
お
よ
び
輸
出
主
導
の
高
値
形

成
に
よ
り
、国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
海
外
に
お
い
て
は
世
界
最
大
の

ほ
た
て
消
費
国
で
も
あ
る
米
国
に
お
い
て
消
費
量
の

落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
好
調
で
あ
っ

た
輸
出
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
噴
火

湾
地
区
を
主
体
に
全
道
的
な
水
揚
回
復
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
適
正

〈
魚
卵
製
品
〉 

①
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化
へ
の
取
り
組
み
と
新
規
需
要
開
拓 

　
量
販
店
・
業
務
筋
な
ど
へ
の
流
通
安
定
化
や
需

要
が
伸
長
傾
向
な
外
食
・
中
食
等
へ
の
販
路
拡

大 

②
需
要
に
対
応
し
た
生
産
体
制
の
整
備
推
進 

③
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
拡
充 

（
３
）
輸
出
対
策 

〈
原
料
輸
出
〉 

①
中
国
向
け
販
路
の
再
構
築
及
び
新
た
な
拠
出

ル
ー
ト
（
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
）

と
の
取
り
組
み
拡
充 

〈
製
品
輸
出
〉 

①
中
国
内
販
向
け
の
販
路
拡
充
強
化
及
び
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
販
路
の
確
立 

②
将
来
的
な
欧
米
直
輸
出
に
関
す
る
調
査
並
び
に

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

（
４
）
そ
の
他

①
世
界
標
準
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得
に
向

け
た
関
係
機
関
と
の
取
り
組
み
強
化 

②
輸
出
環
境
整
備
に
向
け
た
、
国
・
道
と
の
連
携

並
び
に
取
り
組
み
の
推
進

（
１
）
生
鮮
対
策 

①
消
費
嗜
好
に
即
し
た
製
品
規
格
へ
の
対
応
推
進 

②
旬
に
お
け
る
、国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
生
フ
ィ

レ
・
生
筋
子
等
の
全
国
的
な
販
促
の
拡
充

（
２
）
国
内
対
策 

〈
親
製
品
〉 

①
国
内
消
費
の
伸
長
を
目
的
と
し
た
冷
凍
・
定
塩

フ
ィ
レ
製
品
の
販
売
強
化 

②
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
骨
取
製
品
の
安
定
供
給

体
制
整
備
と
拡
販 

③
高
次
加
工
品
（
生
食
、
切
身
、
即
食
品
等
）
の

商
品
開
発
並
び
に
販
路
拡
大 

④
流
通
安
定
化
に
向
け
た
海
外
加
工
の
継
続
と
国

内
外
食
・
中
食
産
業
へ
の
取
り
組
み
強
化 

⑤
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
実
施 

⑥
国
の
補
助
事
業
（
需
給
調
整
事
業
等
）
の
効
果

的
な
活
用
へ
の
取
り
組
み

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
、
旬
や
栄

養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
を
推
進 

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
簡
便
な
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
及
び
消
費
喚
起
の
推
進 

③
道
内
観
光
客
向
け
事
業
の
展
開 

ア
．
日
本
人
に
対
す
る
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設

に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催 

イ
．
外
国
人
に
対
す
る
居
酒
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
等

で
の
普
及
啓
発
の
推
進 

④「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
で
構
成
）
に
よ
る
地
産
地
消
・
魚
食
普
及

の
強
化

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
・
栄
養
士
に
対
す
る
道
産
水
産
物
の
優

位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

②
次
世
代
の
消
費
を
担
う
園
児
・
小
学
生
な
ど
若

年
層
向
け
に
、
特
別
講
座
の
実
施 

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

継
続 

②
食
品
表
示
法
の
施
行
に
伴
う
適
正
表
示
の
徹
底

指
導 

③
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員
の
「
食
品
表
示
検
定
」

有
資
格
者
拡
大
に
よ
る
商
品
表
示
知
識
の
向
上

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催 

②
全
道
漁
協
工
場
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
の
消
費
が
漸
次
減
少
す
る
中
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
積
極

的
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。 

　
宣
伝
販
促
事
業
は
、
道
産
水
産
物
の
優
位
性
や
利

用
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
た
各
種
販
促
を
展
開
し

ま
す
。 

　
食
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
調
理
師
や
栄
養
士
の
他
、

主
婦
層
や
次
世
代
の
消
費
者
と
な
り
う
る
若
年
層
を

対
象
に
、
講
座
や
調
理
実
習
を
行
い
、
道
産
水
産
物

の
魅
力
発
信
と
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。 

　
広
報
・
組
織
活
動
は
、
取
り
巻
く
環
境
や
情
報
を

的
確
に
浜
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
情
報
交
流
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
と
「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理

レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上 

②
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た
組
織
的
取
り

組
み
の
継
続

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化 

②
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
改
善
指
導
の
継

続
（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
い
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
で
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
・
流
通
に

至
る
ま
で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管

理
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
適
正

表
示
等
へ
の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の

起
点
と
な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
高
度

化
を
推
進
し
、
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携

加
工
業
者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
の
向
上
に
向
け
道

産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
対
策
を
継
続
強
化
し
ま
す
。

・
昆
布
製
造
機
械
の
情
報
提
供 

・
道
内
他
地
区
の
効
果
的
な
生
産
方
法
の
紹

介 

イ
．
各
地
区
生
産
者
代
表
に
よ
る
昆
布
増
産
に

向
け
た
意
見
交
換
会
の
実
施 

ウ
．
異
物
混
入
防
止
対
策
の
継
続 

・
生
産
者
向
け
、
異
物
混
入
に
関
す
る
資
料

の
作
成
・
配
布
の
継
続
実
施

（
２
）
流
通
対
策 

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
連
携
し
た
消
流
宣
伝 

ア
．
日
経
ヘ
ル
ス
等
の
雑
誌
と
連
携
し
た
、
昆

布
の
健
康
価
値
・
使
い
方
の
訴
求 

イ
．「
11
月
15
日
・
昆
布
の
日
」
を
契
機
と
し

た
各
種
媒
体
に
よ
る
販
促 

ウ
．
昆
布
の
機
能
成
分
研
究
の
実
施
及
び
消
費

者
へ
の
効
果
的
な
発
信 

エ
．
食
育
活
動
、
昆
布
講
座
、
料
理
教
室
な
ど

の
継
続
的
な
実
施 

オ
．
E
U
圏
に
お
け
る
昆
布
普
及
活
動
の
継
続

実
施

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
本

昆
布
協
会
（
日
昆
）・
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同

組
合
（
全
調
）
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互

理
解
に
よ
る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

面
に
押
し
出
し
た
効
果
的
な
宣
伝
・
販
促
活
動
を
国

内
・
国
外
に
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
異
物
混

入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心
な

昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
増
産
対
策 

ア
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業 

・
最
終
年
度
と
な
る
本
事
業
の
検
証
と
報
告

と
今
後
の
検
討 

イ
．
雑
海
藻
駆
除
に
関
す
る
取
り
組
み 

・
道
総
研
に
依
頼
の
研
究
結
果
に
基
づ
く
駆

除
面
積
・
強
度
に
つ
い
て
の
協
議
の
実
施 

②
生
産
省
力
化
及
び
品
質
向
上
へ
の
取
り
組
み 

ア
．
生
産
者
へ
の
情
報
提
供 

　
昨
年
度
の
道
内
に
お
け
る
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
、
台

風
・
時
化
の
影
響
に
よ
り
操
業
開
始
が
遅
れ
た
こ
と

に
加
え
、
全
道
的
に
沿
岸
水
温
が
例
年
以
上
に
高
く

推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
数
量
は
平
成
に
入
り
最

も
少
な
い
７
万
５
千
ト
ン
、
浜
値
の
平
均
単
価
は
５

８
６
円
／
㎏
と
な
り
ま
し
た
。 

　
製
品
に
お
い
て
は
、
親
製
品
・
魚
卵
製
品
と
も
国

内
需
要
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
輸
出
に

つ
い
て
も
親
製
品
の
中
国
向
け
の
搬
出
が
低
水
準
に

留
ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

お
り
、
高
コ
ス
ト
と
な
っ
た
製
品
の
消
流
停
滞
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
水
揚
げ
が
低
水
準
に
推
移
す
る
中
、

魚
価
は
好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭

鱒
供
給
量
は
安
定
し
て
お
り
、
国
内
外
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
本
道
秋
鮭
漁
業
に
対
す

る
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
秋
鮭
の
消
流

安
定
を
図
る
た
め
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
た
施
策

の
継
続
実
施
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
・
海
外

に
お
け
る
秋
鮭
製
品
の
需
要
伸
長
に
向
け
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
各
種
料
理
教
室
で
の
栄
養
面
の
訴
求
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
３
）
広
報
・
組
織
活
動  

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
の
発
行
継
続
と
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供 

②
漁
協
購
販
推
進
全
道
地
区
委
員
長
会
及
び
女
性

連
・
漁
青
連
と
連
携
し
た
組
織
活
動
の
実
施

　
漁
業
経
営
の
安
定
に
向
け
、
漁
業
用
燃
油
の
適
正

価
格
に
よ
る
安
定
供
給
及
び
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
に
よ
る
漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
会
員
と
連

携
し
な
が
ら
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
漁
業
用
資
材
に
お
い
て
は
、
漁
業
用
資
材
全
般
の

価
格
増
嵩
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・
普
及
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
牽
制
機
能
の
強
化
を
図
り
、

営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

　
漁
業
用
燃
油
は
、
原
油
価
格
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
減
産
合

意
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
、
加
え
て
米
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
供
給
量
や
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国
の
動
向
、
ま

た
為
替
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き
不
透
明
感
が

強
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
燃
油
取
扱

系
統
集
中
化
に
よ
る
価
格
低
減
化
と
燃
油
施
設
整
備

を
通
じ
た
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
加
え
て
、
施
設
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
浜
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提
案
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
・
定
置
資
材
）
の
取
扱
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
生
産
の
実
施 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ

る
営
業
拡
大 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化 

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

②
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け
た

漁
業
用
燃
油
（
特
に
軽
油
）
の
取
扱                

③
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
の
計
画
的
な
実
施 

④
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化
に
向
け

た
全
道
各
地
区
研
修
会
の
開
催 

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進   

②
大
型
タ
ン
ク
・
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
平
成
28
年
度
新
た
に
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商

品
の
普
及
促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機    

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
用
穴
あ
け
機   

②
㈱
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
・

連
携
強
化
に
よ
る
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提

案
　
か
つ
て
な
い
水
揚
の
減
少
に
よ
っ
て
道
内
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生
産
、
加
工
、
流
通
、
消
費
と
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
果
敢
に
諸
対
策
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
配
当
の
継
続
、
財
務

基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
に
は
、
次
期
中
期
的
事
業
推
進
方
向
に

沿
っ
た
各
種
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体
の
再
編
整
備
や
総
合
的
な

危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
環
境
変
化
に
対
応
し
得
る
柔
軟
な
組
織
体
制
の

構
築 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施 

　
ア
．
直
営
工
場
に
お
け
る
生
産
設
備
の
更
新 

　
イ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所
・
住
宅
の
建
替 

④
業
・
事
務
合
理
化
に
向
け
た
次
期
電
算
シ
ス
テ

ム
の
導
入
（
Ｈ
30
・
4
導
入
予
定
）

（
２
）
人
材
育
成
の
強
化 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

③
関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

適
正
人
員
配
置
の
実
現

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
強
化 

①
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化

　
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底 

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
実

践 

③
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
強
化

各工場で工場点検を行い、品質・衛生管理
レベルの向上に努めています
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宣
伝
販
促・食
育・広
報
事
業
に
つ
い
て

購
買
事
業
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て

ウ
．
格
付
員
と
の
連
携
に
よ
る
品
質
（
選
別
・

異
物
）
向
上
に
向
け
た
改
善 

エ
．
海
外
華
僑
市
場
向
け
販
路
の
拡
大 

オ
．
中
華
系
訪
日
客
向
け
販
売
の
促
進

　
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
平
成
23
年
度
以
降
１
万
９
千
ト
ン
を
下
回
っ
て
お

り
、
低
水
準
の
生
産
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携

し
、
生
産
回
復
に
向
け
た
増
産
対
策
、
省
力
化
の
推

進
な
ど
生
産
振
興
対
策
を
継
続
実
施
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
流
通
面
に
お
い
て
は
、
低
迷
す
る
昆
布
の

消
費
を
踏
ま
え
、
健
康
食
品
と
し
て
の
優
位
性
を
前

⑤
生
産
基
盤
整
備
対
策 

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
・
道
総
研

と
連
携
し
た
安
定
生
産
確
保
に
向
け
た
各
種

試
験
調
査
の
実
施

（
２
）
製
品
販
売 

①
玉
冷 

ア
．
今
年
度
の
生
産
減
に
対
応
し
た
集
荷
力
・

販
売
力
の
強
化 

イ
．
来
年
度
以
降
の
生
産
増
に
対
応
し
た
流
通

環
境
の
整
備 

ウ
．
需
給
回
復
に
向
け
た
積
極
的
海
外
輸
出
へ

の
取
り
組
み 

エ
．
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
露
出
機
会
の
拡

大
等
、
積
極
的
な
販
促
展
開 

②
ボ
イ
ル 

ア
．
N
e
t
1
㎏
製
品
の
品
質
訴
求
に
よ
る
提

案
販
売
の
強
化 

イ
．
重
点
加
工
業
者
と
の
協
議
継
続
と
取
り
組

み
の
検
証 

ウ
．
海
外
末
端
販
路
の
拡
大 

③
生
鮮
ほ
た
て 

ア
．
活
貝
・
生
鮮
む
き
身
・
生
貝
柱
等
の
製
品

特
性
を
生
か
し
た
提
案
販
売
の
強
化 

イ
．
国
内
の
地
域
別
特
性
に
基
づ
く
、
き
め
細

か
な
販
売
の
実
施 

④
乾
貝
柱 

ア
．
海
扇
会
・
香
港
八
聯
と
の
取
り
組
み
強
化 

イ
．
香
港
へ
の
安
定
供
給
を
図
る
為
、
各
組
合

と
生
産
量
・
ア
ソ
ー
ト
等
に
つ
い
て
協
議 

化
を
図
る
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
本
年
度
は
、
こ
う
し
た
ほ
た
て
を
取
り
巻
く
環
境

の
大
き
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
国
内
・
海
外
に

お
け
る
ほ
た
て
製
品
の
消
流
安
定
化
を
図
る
た
め
、

北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
流
通
対
策 

①
国
内
対
策 

ア
．
国
内
消
費
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策
の
継

続 

イ
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し

た
宣
伝
販
促
の
拡
充 

②
輸
出
対
策 

ア
．
需
給
バ
ラ
ン
ス
維
持
の
為
、
振
興
協
会
と

連
携
し
た
諸
対
策
の
継
続 

イ
．
水
漬
け
加
工
の
さ
れ
て
い
な
い
玉
冷
製
品

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
を
継
続 

ウ
．
冷
凍
原
料
貝
、
活
貝
輸
出
の
実
態
掌
握
と

問
題
点
の
洗
い
出
し
並
び
に
対
応
策
の
協
議 

③
貝
毒
対
策 

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
連
携
し
た

貝
毒
管
理
体
制
及
び
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の

強
化 

イ
．
青
森
県
・
青
森
県
漁
連
と
の
貝
毒
・
原
貝

情
報
の
共
有
管
理
体
制
の
確
立 

④
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証 

ア
．
北
海
道
産
ほ
た
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の

一
環
と
し
て
維
持
継
続 

　
こ
れ
ま
で
、
ほ
た
て
漁
業
は
安
定
的
な
生
産
を
確

保
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
に

よ
り
生
産
が
減
少
し
、
昨
年
度
の
全
道
水
揚
は
平
成

元
年
以
降
最
低
の
25
万
８
千
ト
ン
の
水
揚
に
止
ま
り
、

道
内
加
工
業
者
へ
の
影
響
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
流
通
面
で
は
、
減
産
お
よ
び
輸
出
主
導
の
高
値
形

成
に
よ
り
、国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
海
外
に
お
い
て
は
世
界
最
大
の

ほ
た
て
消
費
国
で
も
あ
る
米
国
に
お
い
て
消
費
量
の

落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
好
調
で
あ
っ

た
輸
出
に
陰
り
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
噴
火

湾
地
区
を
主
体
に
全
道
的
な
水
揚
回
復
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
中
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
適
正

〈
魚
卵
製
品
〉 

①
国
内
消
費
回
復
に
向
け
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多

様
化
へ
の
取
り
組
み
と
新
規
需
要
開
拓 

　
量
販
店
・
業
務
筋
な
ど
へ
の
流
通
安
定
化
や
需

要
が
伸
長
傾
向
な
外
食
・
中
食
等
へ
の
販
路
拡

大 

②
需
要
に
対
応
し
た
生
産
体
制
の
整
備
推
進 

③
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
拡
充 

（
３
）
輸
出
対
策 

〈
原
料
輸
出
〉 

①
中
国
向
け
販
路
の
再
構
築
及
び
新
た
な
拠
出

ル
ー
ト
（
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
）

と
の
取
り
組
み
拡
充 

〈
製
品
輸
出
〉 

①
中
国
内
販
向
け
の
販
路
拡
充
強
化
及
び
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
販
路
の
確
立 

②
将
来
的
な
欧
米
直
輸
出
に
関
す
る
調
査
並
び
に

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み

（
４
）
そ
の
他

①
世
界
標
準
の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得
に
向

け
た
関
係
機
関
と
の
取
り
組
み
強
化 

②
輸
出
環
境
整
備
に
向
け
た
、
国
・
道
と
の
連
携

並
び
に
取
り
組
み
の
推
進

（
１
）
生
鮮
対
策 

①
消
費
嗜
好
に
即
し
た
製
品
規
格
へ
の
対
応
推
進 

②
旬
に
お
け
る
、国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
生
フ
ィ

レ
・
生
筋
子
等
の
全
国
的
な
販
促
の
拡
充

（
２
）
国
内
対
策 

〈
親
製
品
〉 

①
国
内
消
費
の
伸
長
を
目
的
と
し
た
冷
凍
・
定
塩

フ
ィ
レ
製
品
の
販
売
強
化 

②
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
骨
取
製
品
の
安
定
供
給

体
制
整
備
と
拡
販 

③
高
次
加
工
品
（
生
食
、
切
身
、
即
食
品
等
）
の

商
品
開
発
並
び
に
販
路
拡
大 

④
流
通
安
定
化
に
向
け
た
海
外
加
工
の
継
続
と
国

内
外
食
・
中
食
産
業
へ
の
取
り
組
み
強
化 

⑤
国
産
・
天
然
を
訴
求
し
た
全
国
的
な
通
年
販
促

の
実
施 

⑥
国
の
補
助
事
業
（
需
給
調
整
事
業
等
）
の
効
果

的
な
活
用
へ
の
取
り
組
み

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
、
旬
や
栄

養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
を
推
進 

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た
簡
便
な
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
及
び
消
費
喚
起
の
推
進 

③
道
内
観
光
客
向
け
事
業
の
展
開 

ア
．
日
本
人
に
対
す
る
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設

に
お
け
る
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催 

イ
．
外
国
人
に
対
す
る
居
酒
屋
レ
ス
ト
ラ
ン
等

で
の
普
及
啓
発
の
推
進 

④「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
で
構
成
）
に
よ
る
地
産
地
消
・
魚
食
普
及

の
強
化

（
２
）
食
育
事
業 

①
調
理
師
・
栄
養
士
に
対
す
る
道
産
水
産
物
の
優

位
性
を
訴
求
し
た
食
育
講
座
の
継
続
実
施 

②
次
世
代
の
消
費
を
担
う
園
児
・
小
学
生
な
ど
若

年
層
向
け
に
、
特
別
講
座
の
実
施 

商
品
仕
様
書
の
一
元
管
理
に
向
け
た
取
り
組
み

継
続 

②
食
品
表
示
法
の
施
行
に
伴
う
適
正
表
示
の
徹
底

指
導 

③
本
会
・
グ
ル
ー
プ
職
員
の
「
食
品
表
示
検
定
」

有
資
格
者
拡
大
に
よ
る
商
品
表
示
知
識
の
向
上

（
４
）
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
指
導
の
継

続
実
施 

①
指
導
教
育
部
と
の
連
携
に
よ
る
全
道
ブ
ロ
ッ
ク

別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理
研
修
会
の
開
催 

②
全
道
漁
協
工
場
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催

　
水
産
物
の
消
費
が
漸
次
減
少
す
る
中
、
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
魚
食
の
消
費
拡
大
に
向
け
、
積
極

的
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。 

　
宣
伝
販
促
事
業
は
、
道
産
水
産
物
の
優
位
性
や
利

用
機
会
の
創
出
を
目
的
と
し
た
各
種
販
促
を
展
開
し

ま
す
。 

　
食
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
調
理
師
や
栄
養
士
の
他
、

主
婦
層
や
次
世
代
の
消
費
者
と
な
り
う
る
若
年
層
を

対
象
に
、
講
座
や
調
理
実
習
を
行
い
、
道
産
水
産
物

の
魅
力
発
信
と
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。 

　
広
報
・
組
織
活
動
は
、
取
り
巻
く
環
境
や
情
報
を

的
確
に
浜
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
情
報
交
流
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
高
度
化
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み 

①
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た

点
検
と
「
重
点
評
価
項
目
」
に
よ
る
衛
生
管
理

レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上 

②
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ
た
組
織
的
取
り

組
み
の
継
続

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
加
工

業
者
の
さ
ら
な
る
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
へ
の
取
り
組
み 

①
重
大
事
故
・
商
品
苦
情
に
対
す
る
危
機
管
理
体

制
の
継
続
強
化 

②
定
期
的
な
工
場
点
検
の
実
施
と
改
善
指
導
の
継

続
（
３
）
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
な
ら
び
に
表
示

の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
本
会
取
扱
い
製
品
の
表
示
の
適
正
化
な
ら
び
に

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
中
、
産
地
市
場
で
の
水
揚
げ
か
ら
加
工
・
流
通
に

至
る
ま
で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管

理
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
適
正

表
示
等
へ
の
的
確
対
応
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も
水
産
物
流
通
の

起
点
と
な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
の
高
度

化
を
推
進
し
、
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携

加
工
業
者
等
の
品
質
・
衛
生
管
理
の
向
上
に
向
け
道

産
水
産
物
の
安
全
・
安
心
対
策
を
継
続
強
化
し
ま
す
。

・
昆
布
製
造
機
械
の
情
報
提
供 

・
道
内
他
地
区
の
効
果
的
な
生
産
方
法
の
紹

介 

イ
．
各
地
区
生
産
者
代
表
に
よ
る
昆
布
増
産
に

向
け
た
意
見
交
換
会
の
実
施 

ウ
．
異
物
混
入
防
止
対
策
の
継
続 

・
生
産
者
向
け
、
異
物
混
入
に
関
す
る
資
料

の
作
成
・
配
布
の
継
続
実
施

（
２
）
流
通
対
策 

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
連
携
し
た
消
流
宣
伝 

ア
．
日
経
ヘ
ル
ス
等
の
雑
誌
と
連
携
し
た
、
昆

布
の
健
康
価
値
・
使
い
方
の
訴
求 

イ
．「
11
月
15
日
・
昆
布
の
日
」
を
契
機
と
し

た
各
種
媒
体
に
よ
る
販
促 

ウ
．
昆
布
の
機
能
成
分
研
究
の
実
施
及
び
消
費

者
へ
の
効
果
的
な
発
信 

エ
．
食
育
活
動
、
昆
布
講
座
、
料
理
教
室
な
ど

の
継
続
的
な
実
施 

オ
．
E
U
圏
に
お
け
る
昆
布
普
及
活
動
の
継
続

実
施

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め 

　
北
海
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
に
、
日
本

昆
布
協
会
（
日
昆
）・
全
国
調
理
食
品
工
業
協
同

組
合
（
全
調
）
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互

理
解
に
よ
る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

面
に
押
し
出
し
た
効
果
的
な
宣
伝
・
販
促
活
動
を
国

内
・
国
外
に
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
異
物
混

入
防
止
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、「
安
全
・
安
心
な

昆
布
」
の
消
費
者
へ
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
生
産
振
興
対
策 

①
増
産
対
策 

ア
．
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業 

・
最
終
年
度
と
な
る
本
事
業
の
検
証
と
報
告

と
今
後
の
検
討 

イ
．
雑
海
藻
駆
除
に
関
す
る
取
り
組
み 

・
道
総
研
に
依
頼
の
研
究
結
果
に
基
づ
く
駆

除
面
積
・
強
度
に
つ
い
て
の
協
議
の
実
施 

②
生
産
省
力
化
及
び
品
質
向
上
へ
の
取
り
組
み 

ア
．
生
産
者
へ
の
情
報
提
供 

　
昨
年
度
の
道
内
に
お
け
る
秋
鮭
の
水
揚
げ
は
、
台

風
・
時
化
の
影
響
に
よ
り
操
業
開
始
が
遅
れ
た
こ
と

に
加
え
、
全
道
的
に
沿
岸
水
温
が
例
年
以
上
に
高
く

推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
数
量
は
平
成
に
入
り
最

も
少
な
い
７
万
５
千
ト
ン
、
浜
値
の
平
均
単
価
は
５

８
６
円
／
㎏
と
な
り
ま
し
た
。 

　
製
品
に
お
い
て
は
、
親
製
品
・
魚
卵
製
品
と
も
国

内
需
要
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
輸
出
に

つ
い
て
も
親
製
品
の
中
国
向
け
の
搬
出
が
低
水
準
に

留
ま
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続
い
て

お
り
、
高
コ
ス
ト
と
な
っ
た
製
品
の
消
流
停
滞
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
近
年
水
揚
げ
が
低
水
準
に
推
移
す
る
中
、

魚
価
は
好
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭

鱒
供
給
量
は
安
定
し
て
お
り
、
国
内
外
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
本
道
秋
鮭
漁
業
に
対
す

る
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
秋
鮭
の
消
流

安
定
を
図
る
た
め
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
た
施
策

の
継
続
実
施
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
内
・
海
外

に
お
け
る
秋
鮭
製
品
の
需
要
伸
長
に
向
け
た
取
り
組

み
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
各
種
料
理
教
室
で
の
栄
養
面
の
訴
求
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
３
）
広
報
・
組
織
活
動  

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
の
発
行
継
続
と
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供 

②
漁
協
購
販
推
進
全
道
地
区
委
員
長
会
及
び
女
性

連
・
漁
青
連
と
連
携
し
た
組
織
活
動
の
実
施

　
漁
業
経
営
の
安
定
に
向
け
、
漁
業
用
燃
油
の
適
正

価
格
に
よ
る
安
定
供
給
及
び
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
削

減
に
よ
る
漁
協
系
統
購
買
機
能
の
充
実
を
会
員
と
連

携
し
な
が
ら
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
漁
業
用
資
材
に
お
い
て
は
、
漁
業
用
資
材
全
般
の

価
格
増
嵩
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
引
き
続
き
良
質
廉
価

な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・
普
及
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
価
格
牽
制
機
能
の
強
化
を
図
り
、

営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。 

　
漁
業
用
燃
油
は
、
原
油
価
格
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
減
産
合

意
を
受
け
上
昇
基
調
に
転
じ
、
加
え
て
米
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
供
給
量
や
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国
の
動
向
、
ま

た
為
替
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き
不
透
明
感
が

強
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
燃
油
取
扱

系
統
集
中
化
に
よ
る
価
格
低
減
化
と
燃
油
施
設
整
備

を
通
じ
た
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
加
え
て
、
施
設
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
浜
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提
案
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材 

①
重
点
品
目
（
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
養
殖

籠
・
定
置
資
材
）
の
取
扱
強
化 

②
刺
網
仕
立
工
場
減
少
対
策
と
し
て
海
外
で
の
試

験
生
産
の
実
施 

③
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
の
連
携
に
よ

る
営
業
拡
大 

④
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委
員
会
活
動
・

漁
協
各
部
会
等
を
通
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

P
R
活
動
及
び
拡
販
強
化 

（
２
）
漁
業
用
燃
油 

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
維
持
・
向
上 

②
価
格
低
減
化
及
び
系
統
利
用
率
向
上
に
向
け
た

漁
業
用
燃
油
（
特
に
軽
油
）
の
取
扱                

③
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
の
計
画
的
な
実
施 

④
系
統
燃
油
施
設
の
保
全
管
理
体
制
強
化
に
向
け

た
全
道
各
地
区
研
修
会
の
開
催 

⑤
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
軽
油
免
税
券
申
請
事
務
軽
減
ソ
フ
ト

の
普
及

（
３
）
各
種
資
材 

①
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
衛
生
的
容
器
へ
の

代
替
促
進   

②
大
型
タ
ン
ク
・
大
型
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
促
進

（
４
）
施
設
・
機
器 

①
平
成
28
年
度
新
た
に
開
発
し
た
商
品
や
重
点
商

品
の
普
及
促
進 

ア
．
か
き
重
量
選
別
機    

イ
．
ほ
た
て
耳
吊
用
穴
あ
け
機   

②
㈱
ぎ
ょ
れ
ん
設
計
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
・

連
携
強
化
に
よ
る
各
種
機
器
の
開
発
・
改
良
提

案
　
か
つ
て
な
い
水
揚
の
減
少
に
よ
っ
て
道
内
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
生
産
、
加
工
、
流
通
、
消
費
と
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」
系
統

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
果
敢
に
諸
対
策
事
業
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
配
当
の
継
続
、
財
務

基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
に
は
、
次
期
中
期
的
事
業
推
進
方
向
に

沿
っ
た
各
種
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体
の
再
編
整
備
や
総
合
的
な

危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化 

①
環
境
変
化
に
対
応
し
得
る
柔
軟
な
組
織
体
制
の

構
築 

②
会
員
配
当
の
継
続
と
計
画
的
な
内
部
留
保
に
よ

る
財
務
基
盤
の
強
化 

③
保
有
資
産
の
健
全
性
確
保
及
び
効
果
的
な
設
備

投
資
の
実
施 

　
ア
．
直
営
工
場
に
お
け
る
生
産
設
備
の
更
新 

　
イ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所
・
住
宅
の
建
替 

④
業
・
事
務
合
理
化
に
向
け
た
次
期
電
算
シ
ス
テ

ム
の
導
入
（
Ｈ
30
・
4
導
入
予
定
）

（
２
）
人
材
育
成
の
強
化 

①
雇
用
環
境
に
対
応
し
た
人
事
制
度
の
検
討 

②
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
継
続 

③
関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

適
正
人
員
配
置
の
実
現

（
３
）
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
強
化 

①
関
連
会
社
の
経
営
管
理
機
能
の
強
化

　
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底 

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
の
実

践 

③
総
合
的
な
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
強
化

昨年から扱っている
ほたて耳吊り用穴あけ機

昨年はニセコでインバウンド（訪日
観光客）対策事業を実施しました

ぞ
う
　
す
う
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宗
谷
指
導
所
の
所
管
す
る
海
域
は
、
昆
布
や
う
に
、

な
ま
こ
な
ど
根
付
の
漁
業
が
中
心
の
日
本
海
側
と
、
ほ

た
て
や
秋
鮭
、
か
に
、
た
こ
を
中
心
に
漁
獲
す
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
の
２
つ
に
２
分
さ
れ
ま
す
。
日
本
海
側

で
は
後
継
者
や
昆
布
の
作
業
時
の
人
手
不
足
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
漁
業

経
営
を
支
え
る
ほ
た
て
の
状
況
が
懸
案
事
項
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
管
内
で
は
種
苗
放
流
も
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
栽
培

公
社
の
生
産
し
た
種
苗
を
利
用
し
て
、
に
し
ん
は
30
万

尾
、
ひ
ら
め
も
30
万
尾

が
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
に
し
ん
な
ど
は

一
層
の
資
源
量
の
増
加

を
期
待
さ
れ
て
い
る
魚

種
で
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
調
査
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

宗
谷
普
及
指
導
所
で
は
こ
ん
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

１
．
な
ま
こ
種
苗
生
産
放
流
と
資
源
管
理

　
宗
谷
漁
協
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
独
自
に
稚
な
ま

こ
の
種
苗
生
産
放
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
宗
谷

指
導
所
も
こ
れ
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、

小
規
模
で
あ
れ
ば
専
用
の
施
設
を
持
た
な
い
環
境
で

も
簡
易
的
に
種
苗
を
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
稚
内
漁
協
で
も
青
年
部
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
桁
引
き
漁
業
で
の
生
産
が
圧
倒
的
に
多
い
中
、
近

年
、
漁
獲
後
の
出
荷
に
手
が
か
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
高
齢
の
漁
業
者
を
中
心
に
、
磯
回
り
の
な

ま
こ
漁
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
石
崎
宗
谷
指
導
所
長
兼
総
括
普
及
指
導
員
は
「
漁
業

者
が
自
ら
種
苗
生
産
放
流
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

漁
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
資
源
管
理
へ
の
意
識

も
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

２
．
ほ
た
て
の
安
定
的
な
生
産
に
向
け
て

　
北
海
道
の
主
要
な
水
産
物
で
も
あ
る
ほ
た
て
の
安

定
的
な
生
産
の
た
め
、
稚
貝
の
生
産
を
多
く
行
っ
て

い
る
留
萌
の
指
導
所
を
中
心
に
採
苗
デ
ー
タ
の
共
有

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
魚
種
と
な
っ
て
い

る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
専
門
の
職
員
が
い
る
組
合

も
あ
り
、
組
合
の
前
浜
の
情
報
と
指
導
所
の
広
域
的

な
情
報
を
交
換
・
共
有
し
て
、
よ
り
良
い
時
期
に
採

苗
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

3
．
藻
類
の
増
産
を
目
指
し
て

　
宗
谷
指
導
所
の
管
内
で
は
、
昆
布
の
他
に
も
銀
杏

草
や
も
ず
く
な
ど
、
藻
類
も
多
く
収
獲
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
稚
内
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認

定
さ
れ
て
い
る
も
ず
く
の
生
産
量
向
上
に
向
け
た
基

礎
研
究
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
稚
内
で
採
ら
れ
て

い
る
の
は
、
い
し
も

ず
く
と
い
う
種
類
の

も
ず
く
。
そ
の
中
で

も
海
藻
に
付
着
し
て

成
長
し
た
、
柔
ら
か

い
も
の
だ
け
を
採
っ

　増
養
殖
や
資
源
管
理
に
関
す
る
技
術
や
知
識

に
関
す
る
普
及
活
動
を
通
じ
、沿
岸
漁
業
の
発
展

の
た
め
日
々
努
力
し
て
い
る
水
産
技
術
普
及
指

導
所
。そ
こ
で
は
全
道
で
94
名
の
職
員
が
24
ヶ
所

の
本
所
・
支
所
で
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。そ

ん
な
各
地
の
水
産
技
術
普
及
指
導
所
を
訪
ね
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ

の
企
画
。

　最
終
回
と
な
る
今
回
は
、増
毛
町
か
ら
枝
幸
町

ま
で
、留
萌
・
宗
谷
海
域
を
所
管
す
る
総
括
普
及

指
導
員
が
在
籍
す
る
宗
谷
地
区
水
産
技
術
普
及

指
導
所（
以
下
指
導
所
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水産技術普及指導所を訪ねて
～最終回 宗谷・留萌海域～

にしん資源量の増大も課題です

簡易採苗したなまこの受精卵の様子を顕微鏡で確認 今年もにしんの採卵を組合と合同で行いました

稚内漁協青年部、なまこ部会とともに
簡易採苗したなまこをなまこ漁場に設
置します

稚貝の大きさなどもデータ化し、採苗情
報の改善に役立てています

宗谷普及指導所のみなさん

　
な
ま
こ
を
中
心
に
資
源
管
理
や
増
殖
に
関
す
る

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
な
ま
こ
の
簡
易
採
苗

は
開
始
し
て
か
ら
ま
だ
数
年
で
す
が
、
青
年
部
や

漁
業
者
の
意
欲
は
高
く
、
今
後
放
流
数
が
伸
び
て

い
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
指
導
所
で
は
漁
業
士
と
一
緒
に
食
育
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
魚
の
お
い
し
さ
を

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
若
い
方
へ
魚
を
さ
ば
く
技

術
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旭川市出身。北里大学
卒業後入庁。これまで、
礼文島、南かやべ、日高
（静内、浦河）、室蘭の普
及指導所にて勤務。

主
査

杉
本 

正
和
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

現場の声

宗谷地区指導所

★

★
★

★
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生
活
史
や
付
着
す
る
も
の
の
好

み
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
数
年
を
か
け
、

管
内
の
も
ず
く
の
生
活
史
を
調
査
し
、
増
産
に
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
宗
谷
指
導
所
利
尻
・
礼
文
支
所
で
は
養
殖

昆
布
の
収
量
の
安
定
に
向
け
て
、
各
種
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
礼
文
支
所
で
は
昨
年
か
ら
養

殖
昆
布
を
育
成
段
階
毎
に
測
定
・
計
測
し
、
海
水
温

や
海
水
中
の
栄
養
成
分
と
の
関
連
を
ま
と
め
て
昆
布

の
育
成
管
理
技
術
の
改
良
に
向
け
た
情
報
の
蓄
積
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
水
産
試
験
場
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

宗谷地区指導所は稚内市にあります。留萌・宗谷
海域にはほかに、枝幸支所と礼文支所、利尻支所、
留萌地区普及指導所（羽幌町）、留萌南部支所
（留萌市）があり、枝幸支所3名、礼文支所2名、利
尻支所2名、留萌地区指導所4名、留萌南部支所
2名の普及指導員が勤務しています。

　
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、
ほ
っ
き
貝
や
ほ
た
て
、

海
藻
類
、
女
性
部
活
動
を
担
当
し
ま
す
。
漁
協
や

漁
業
者
の
方
々
と
調
査
等
を
通
じ
て
、
資
源
を
守

り
な
が
ら
漁
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
職
員
と
し
て
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
目
線
で
女
性
部
活
動
を
支
え

て
い
き
た
い
で
す
。

注目！人物
宗谷指導所の

神奈川県出身。東京農
業大学卒業後入庁。学
生時代はまぐろやかじき
を研究しており、松前町
で調査を行っていまし
た。

入
庁
２
年
目

唯
一
の
女
性
普
及
職
員

小
泉 

穂
波
さ
ん

★
★
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全国漁業協同組合連合会
◎所在地：東京都千代田区内神田
◎設　立：1952年10月
◎売上高：800億円

　
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
Ｊ
Ｆ
全
漁

連
） 

は
、「
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
、組
合

員
の
経
済
的
、社
会
的
地
位
を
高
め
る
こ
と
」を
目

的
に
組
織
さ
れ
て
い
る
、漁
協
の
全
国
団
体
で
す
。

拠
点
を
東
京
と
し
て
い
る
た
め
、身
近
に
感
じ
る
こ

と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
活
動
は
北

海
道
の
浜
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、そ
ん
な
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
東
京
に
本
所
を
置
く
ほ
か
、
仙

台
・
大
阪
・
福
岡
の
事
業
所
な
ど
９
か
所
の
出
先
、

釧
路
を
始
め
と
し
た
全
国
７
か
所
の
油
槽
所
、
６
つ

の
国
内
外
の
子
会
社
を
持
ち
、
２
４
５
名
の
職
員
が

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
購
買
・
販
売
事
業
と
指

導
事
業
を
２
本
の
柱
と
し
て
お
り
、
購
買
・
販
売
事

業
で
は
石
油
製
品
や
漁
業
資
材
等
の
供
給
、
原
料
の

調
達
と
製
造
・
販
売
を
、
指
導
事
業
で
は
、
漁
業
者

の
経
済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
や
漁
協
経
営
の
安

定
と
組
織
強
化
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
事
業
の
中
で
も
、
北
海
道
の
浜
に

特
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
指
導
事
業
の

一
翼
で
あ
る
漁
政
部
に
よ
る
漁
政
活
動
で
す
。

漁
業
者
の
声
を
行
政
へ
反
映
さ
せ
る
漁
政
部

　
漁
政
部
で
は
、
漁
業
者
の
経
済
的
・
社
会
的
地
位

の
向
上
を
目
指
し
て
、
国
の
政
策
に
漁
業
者
の
声
を

反
映
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
は
准
組
合
員
を
含
め
約
30
万
人
の
組
合
員

と
９
５
９
の
漁
協
（
沿
岸
地
区
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
解

決
の
た
め
に
必
要
な
施
策
や
そ
の
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
き
な
役
割
で
す
。

　
近
年
実
現
し
た
取
り
組
み
で
は
、
燃
油
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
や
、
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対

策
事
業
、
資
源
管
理
・
収
入
安
定
対
策
制
度
、
漁
船

リ
ー
ス
事
業
、
機
器
導
入
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
税
金
を
財
源
と
し
て
い
る
た

め
、
適
正
な
運
用
と
漁
業
経
営
の
安
定
の
た
め
、
継

続
的
に
予
算
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
有
害
生
物
に
関
す
る
事
業
は
、
当
初
日
本
海

側
の
大
型
ク
ラ
ゲ
を
対
象
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
北
海
道
の
ザ
ラ
ボ
ヤ
と
海
獣
被
害
が
主
な
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
漁
業
者
が
活
用
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
も
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
り
組
み
も
、
全
て
漁
業
者

の
所
得
を
上
げ
、
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

（
※
）「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　感
動
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
魚
の
本
当
の

お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、地
域
ご
と
、春
夏
秋
冬
ご
と
に
、魚
を
知

り
尽
く
し
た
地
元
漁
師
が
自
信
を
持
っ
て

勧
め
る
魚
を「
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」と
し

て
選
定
。北
海
道
か
ら
は
、時
鮭
、ほ
た
て
の

他
、12
魚
種
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

国
産
水
産
物
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
へ
伝
え
る

輸
出・直
販
拡
大
事
業
部

　
国
内
外
の
消
費
・
販
売
拡
大
に
向
け
て
、
国
内
で

は
、
全
国
の
漁
師
自
慢
の
魚
を
紹
介
す
る
「
プ
ラ
イ

ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
）に
よ
り
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
百
貨
店
・
量
販
店
で

の
販
売
促
進
活
動
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
後
は
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
利
用
し
た
加

工
製
品
や
ギ
フ
ト
製
品
の
開
発
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
国
外
向
け
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
子
会
社
を
立

ち
上
げ
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参
入
を
図
る
と

と
も
に
、
運
営
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｊ
Ｆ 

Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ 

Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
」
で
全
国
の
都
道
府

県
漁
連
、
漁
協
の
フ
ェ
ア
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
い
、

魚
食
文
化
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

国
産
水
産
物
の
輸
出
は
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り

高
付
加
価
値
と
な
る
製
品

や
、
生
食
で
き
る
安
全
・

安
心
な
水
産
物
と
し
て
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
強
い
漁
業
経
営
力

の
あ
る
経
営
体
を
作
り
、
漁
業
の
魅
力
を
上
げ
る
こ

と
で
、
若
者
へ
漁
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
担
い
手
対
策

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
全
国
で

６
０
０
以
上
（
道
内
で
は
87
）
が
承
認
を
受
け
た

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
で
は
、
取
り
組
み
か
ら
２

年
が
経
過
し
た
段
階
で
７
割
以
上
の
地
区
で
所
得
が

上
昇
し
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
増
加
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
水
産
庁
は
５
年
に
１
度
の
水
産
基
本
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
「
中

核
的
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」
を
そ
れ
に
盛
り
込
む

べ
き
重
点
課
題
の
１
つ

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
漁
業
生
産
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
漁

業
者
へ
の
支
援
と
と
も

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て

漁
業
を
支
え
る
担
い
手

を
確
保
し
、
漁
村
を
守

る
人
を
育
て
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
す
。

水
産
日
本
の
復
活
に
向
け
た
取
り
組
み

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
で
は
、
販
売
・
購
買
事
業
、
指
導
事
業

の
他
に
、
国
内
外
で
の
水
産
物
の
消
費
・
販
売
拡
大
と
、

漁
業
の
活
性
化
・
再
生
の
た
め
、
漁
業
者
に
よ
る
構
造

改
革
の
取
り
組
み
の
支
援
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

日本の海のために。
　　  東京で浜と向き合うJF全漁連

ＪＦ全漁連 漁政部長
若林　満さん

ＪＦ全漁連
輸出・直販拡大事業部長

三浦　秀樹さん

わ           

だ               

つ              

み

ん
　
　
だ

か
ＷＡＤＡＴＳＵＭＩでは4月11日から2か月
の間北海道フェアを開催中です

3月には、日本海沖での漁業者の操業安全確
保を菅内閣官房長官へ要請しました

　今
年
度
か
ら
指
導
部
門
と
し
て
東
京
事
務
所
が

新
設
さ
れ
2
名
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　従
来
か
ら
漁
政
対
策
を
中
心
に
与
党
、中
央
省
庁
、

全
漁
連
、大
日
本
水
産
会
な
ど
の
中
央
団
体
と
の
協

議
、情
報
収
集
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
も
、引
き
続
き
要
請
活
動
等
の
対
応
窓
口
と
し

て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　重
要
課
題
で
あ
る
後
継
者
対
策
、資
源
管
理
、漁

場
環
境
保
全
対
策
に
加
え
、規
制
制
度
改
革
等
、新

た
な
課
題
も
あ
る
な
か
で
、特
に
全
漁
連
と
は
よ
り

密
接
に
協
議
調
整
を
図
り
、迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ぎ
ょ
れ
ん
よ
り
浜
の
皆
さ
ん
へ

東京駅から徒歩１５分。ＪＦ全漁連の入居するビルはオフィス街にあります 様々な案件を同時進行で進める漁政部は多忙を極めます

※ＪＦとは 、J a p a n F i s h e r i e s 
Co-operatives（日本の漁業協同組
合）の略で、消費者に親しまれ、信頼さ
れ、選ばれる「漁協と日本の水産物」の
イメージを形成するものです。

北海道ぎょれん
参事・東京事務所長

斎藤　規維
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。
　気温も徐々に暖かくなり、休日の計画を練るのも心が躍りますね。
これを利用して少し遠くまで旅に出るのも良いかもしれません。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

卵白を固く泡立てたもの
全部飲み干す〇〇〇飲み
潮干狩りの獲物の「あさり」は何の仲間？
五月の空を泳いでる
奈良県法隆寺の「五重○○」は国宝
衣と住の間
おいしいお酒
日本一高い山の名前
タイルとタイルのつなぎ目
颯爽と自転車に乗ってお出かけ
パカッパカッと走る
雷も鳴っている雨
ミラクル
ビーバーが川を堰き止めて作るもの

①
④
⑦
⑧
⑨
⑩
⑫
⑭
⑮
⑰
⑳
㉑
㉒
㉓

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

4月号の解答と当選者
シンガツキ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑥
⑨
⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑰
⑱
⑲

西瓜割りの小道具は棒とこれ
ハワイの花の首飾り
学校から帰ること
十二番目の干支
たこ取りの容器
一番首の長い動物
損⇔
兜とセットで五月飾り
歩く姿が百合に例えられる人
見るだけでなく叶えよう
フリーマーケットの通称
煙を吐いて走る〇〇〇〇機関車
陰暦五月の呼び名
ないと人は窒息する
㎎のgは？

1 2 6

14

131211

87

9

10

43 5

18 19

15 16

20 21

22 23

17

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

川口つぐみさん
大島海輝哉さん
徳光　直子さん
小林　鋭三さん
若井喜久恵さん

福 島 町
弘 前 市
浜 中 町
函 館 市
北 見 市

1 2

6

141312

11

8

7

9

10

43 5

18

19

15

16

20

21 22

17

ナ
コハ
ウ

リ ンミ
クラ
マ

サダ コ
スム

ン ナ マ
ンケ イ ン

クダ

イツ
タカ キ

シ
キ

ン
イ サ

メ
ウ カユ

ボタ イカ

ヤ
リ

ナ ガクノ ハ

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、浜中
漁協の三上さんご一家です。

小さいころから夢は漁師
　
　春の鮭鱒流し網漁、夏から秋のさんま・いわし棒
受網漁、冬のたこ空釣り縄漁を営む大輔さん。これ
まで多いときには70隻はあったという鮭鱒流し網漁
も今は4隻。「だんだん減ってきたんだよ。大漁はう
れしいけど、魚がたくさんかかったら、その分沖で
裂割しないといけないし。体力的には大変だよね」
と話します。
　「気づいた時には漁師になると決めていた」と教え
てくれた大輔さんは、高校卒業後漁師になって16年。
今も父　浅雄さんと船に乗っています。「うちは親子
仲もいいので、気を遣わなくていいよ」と笑います。

個性あふれる賑やか３きょうだい
　
　高校の同級生というしのぶさんは卒業後、製菓の
道へ。札幌でパティシエとして働いた後、浜中町へ

帰ってきましたが、今も折々にその腕を振るってい
るそう。「でも、乗組員の分の食事や漁の時のお弁当
を用意するのは大変なんです。献立や味付けに気を
使いますね」と笑って教えてくれました。
　三上家の長女ゆいちゃんは絵が得意な小学校3年生。
大輔さんは「ばあちゃんも絵が上手なんです」と
教えてくれました。几帳面でパパ似という長男雄大
君は小学校２年生。走るのが早く、体育が得意です。
3歳のうみちゃんはやんちゃで明るく、歌う事が好き
な家族のムードメーカー。三上家には近所の子供た
ちが遊びに来ることも多く、毎日賑やかな日々です。
　これからは漁期が始まり忙しくなる三上家ですが、
大輔さんは「春には
少し余裕ができるの
で、そのうち子ども
たちをディズニーラ
ンドに連れて行って
あげたいですね」と
笑顔で話してくれま
した。

み かみ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【三上さんご一家】　三上大輔さん（34歳）、しのぶさん（34歳）、ゆいちゃん（８歳）、雄大くん（7歳）、うみちゃん（３歳）

※大輔さんの父・浅雄さん、母・ますみさんと共に

ゆうだい

あさお

さい   かつ

だいすけみかみ

浜中漁協 三上さんご家族
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01平成29年度全道漁協新採用職員研修会を開催

新たな浜の仲間に加わった総勢81名が、
職員としての心構えや本道漁業について研修しました

03全道各地で地区組合長会議を開催

各浜で、平成２９年度のぎょれん事業計画を
説明しました
　4月4日（火）～13日（木）にかけて、ぎょれんは2班に
分かれて、各地区の組合長会議に出席しました。会議で
は平成28年度決算見込み、平成29年度事業計画の基本
的な考え方等について説明がなされ、漁協幹部の皆様と
意見交換を行いました。今後、各浜から寄せられたご意
見・ご提言を活かしながら事業計画を策定し、今年度の
事業を推進していきます。

　4月5日（水）～7日（金）の3日間、札幌市の第2水産ビ
ルにおいて、漁協の新採用職員を主な対象とした「全道
漁協新採用職員研修会」（主催：ぎょれん指導教育部）
が開催されました。初日は「漁業・漁協をめぐる情勢」
「漁協のあらまし」「漁協のコンプライアンス」「漁協簿
記入門」、2日目は「社会人としての心構え」「職場のマ
ナー研修」、最終日は「早朝の札幌市場視察」「系統各連
の本所訪問」と、盛りだくさんのカリキュラムを熱心に
学びました。新採用職員の皆さんは、大勢の仲間達と出
会いともに学んだ3日間を胸に、それぞれの職場へと
戻って行きました。

入賞作品は2018年ぎょれんカレンダーに採用！

「海の四季 フォトコンテスト」を開催します

宗谷地区組合長会議の様子

北見地区組合長会議でご挨拶するぎょれん佐藤副会長

02道産水産物の力でＪ１での活躍を後押しします

北海道コンサドーレ札幌の選手寮へ
水産物の寄贈を行います
　ぎょれんは4月から1年間、クラブパートナーを務める
北海道コンサドーレ札幌（以下コンサドーレ）の選手寮
へ、旬の道産水産物計50万円の寄贈を行います。これま
でもぎょれんとコンサドーレは共同で食育教室を開催す
るなどしてきましたが、栄養豊かな水産物を食べてもら
うことでＪ1での一層の活躍を願う取り組みです。
　4月16日（日）札幌ドームで行われたコンサドーレ主催
の試合では、ぎょれん安田常務より目録パネルの贈呈が
行われ、来場した観客1万8千人からは大きな拍手がおく
られていました。

ビジネスマナーを実践的に学ぶグループワークに取り
組みました

美しい姿勢がお客様に良い印象を与えることも学びま
した

身近な写真愛好家にもお声掛けください。たくさ
んのご応募をお待ちしています！

贈呈式で安田常務（右）からパネルを受け取ったのは、
自らも寮で暮らす濱選手（中央）

　ぎょれんでは、昨年に続き「北海道の海・浜・港の四
季を感じる風景写真」を広く募集する「海の四季フォト
コンテスト」を開催しています。入賞作品（6点）は
「2018年ぎょれんカレンダー」に採用するほか、採用
者には海の幸セットをプレゼントします。また今回は、
より多くの人に気軽に応募してもらうことを狙って、応
募者全員の中から50名様に水産加工品をプレゼントし
ます。
　応募受付は9月11日まで。応募方法等の詳細は、本誌
に折り込んでいる応募チラシをご覧ください。たくさん
のご応募をお待ちしています！
　※カレンダーとして印刷するため、大きめの画像データサイズを推奨していま
す。詳しい推奨サイズ等はチラシをご覧ください。

ⓒ2017 CONSADOLE 
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　当管内では3月下旬よりほたて稚貝
の出荷が始まりましたが、天候に恵ま
れず昨年より遅いペースで出荷が進
んでいます。一方で、春漁は最盛期を
迎えており、20トンの真がれいが水揚
げされる日もあります。今後、暖かく
なると共に穏やかな天候になり、それ
ぞれの漁が順調に行われることを祈
念しています。

　宗谷管内の毛がに籠漁は終盤に差
し掛かり、順調に許容量を消化してい
ます。春なまこ漁は、昨年を上回る価
格で推移しているものの、時化が続
き、水揚げが出来ない状況が続いてい
ます。また、礼文地区では4月20日よ
り、むらさきうに漁が解禁となります。
昨年度、高値で推移したことから、浜
は大変期待をしています。少しずつ暖
かくなり、浜も活気づいていますが、
安全操業で豊漁となることを願ってい
ます。

　寒さの続いたオホーツク海にも少し
ずつ春のきざしが感じられるようにな
りました。ほたての漁場造成、毛がに
籠漁も順調に進んでいます。加えて底
曳網漁、刺網漁では、にしん、かれいな
ど多くの魚種が水揚げされ、浜は賑わ
いを見せています。これから忙しさを
増していきますが、皆様の今後の安全
操業と大漁を心より祈願しています。

　根室の春を告げる、日本200海里内
で操業する小型鮭鱒流し網漁が4月
10日に解禁となり、根室市内の落石・
花咲・歯舞の各港から20隻が日付が変
わると同時に一斉に出港しました。初
水揚げは4月12日となり、時鮭1.3トン
が上場されました。最高値は昨年より
k＠700高いk＠4,500で競り落とさ
れ、早速根室市内の小売店の店頭に
初物が並びました。今後、本格化する
鮭鱒漁の豊漁と安全な操業を心から
願っています。

　流氷が接岸するなど春の珍事に巻
き込まれた釧路管内ですが、いまやそ
の流氷もすっかり去りました。さて、春
漁のメインである鮭鱒流し網が4月10
日に出漁し、また、4月末にはもう一つ
のメインとなる春定置網がスタートし
ます。後は春本番を迎えるばかりの当
管内です。皆様の安全操業と大漁を
願っています。

　4月に入り、日高管内もようやく暖
かい春の陽気が続くようになりまし
た。浜では土俵入れの風景も見られ、
4月20日より解禁となる春定置網漁に
向けて網入れの準備が進んでいます。
昨年度時鮭の管内水揚げは平年作を
超える豊漁となりましたが、今年度は
昨年度以上の豊漁となることを期待
したいところです。春定置網漁は連休
明けから本番を迎えます。皆様の今後
の安全操業と大漁を心より祈願して
います。

　当管内のほっき漁は、産卵期のため
5月・6月は禁漁期となります。禁漁期
前のこの時期は例年値段が上がりま
すが、今年は時化も絡み、例年よりも
上げ幅が大きく、k＠650～600ほどと
なっています。また、春定置漁は4月
11日の登別を皮切りに、順次各地で
始まりました。時化が続き、なかなか
水揚げがまとまっていませんでした
が、これから鱒や時鮭などの大漁が期
待されます。生産者の安全と大漁を祈
願しています。

　4月上旬より、南かやべ地区で定置
網漁が始まりました。南かやべの定置
網は「大謀網」と呼ばれるもので、春
には本鱒、夏にはさば、秋にはいか・ぶ
り・いわし、冬には助宗など季節ごとに
様々な魚が水揚げされます。現在は、
主に本鱒が1～2キロサイズを中心に
1日1,000本程度水揚げされ、比較的
高値で取引されています。中旬からは
時しらずも水揚げされ始め、市場にも
季節の移ろいが感じられます。

　すっかり雪も融け、桜の開花を待つ
ばかりのひやま地区では、江差支所を
皮切りに瀬棚から上ノ国までの全支所
でなまこ漁が始まりました。4月に入っ
てからの天候不順などにより水揚げ
数量は思うように伸びていませんが、
k＠5,000ほどの価格で推移していま
す。7月まで続く今後の漁期に浜から
の熱い視線が向けられています。

大漁
祈願！ 　小樽管内ではにしん漁が終漁しま

した。今期の漁獲量は豊漁だった昨年
を下回ったものの、例年並みで推移
し、単価はまずまずの高値となりまし
た。また、4月初旬からは石狩湾沿岸で
道東・道北方面に向けて、ほたて稚貝
の出荷が始まりました。スタート時は
凪に恵まれ順調な水揚げが行われて
いましたが、4月中旬からは時化によ
り足踏みする日も増えています。今後
の安定した出荷を期待します。
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　今
号
よ
り
担
当
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

は
販
売
畑
を
中
心
に
歩
み
、転
勤
は
入
会
以
来

１０
回
を
数
え
ま
す
。道
内
で
の
勤
務
よ
り
東

京・大
阪・福
岡
で
過
ご
し
た
期
間
の
ほ
う
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長
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な
り
ま
し
た
。各
地
で
の
業
務
経
験
を
紙
面

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、今
年
ぎ
ょ
れ
ん
に
入
会
し
た

新
人
さ
ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
に
負
け
な
い
よ
う

に
魅
力
あ
る
紙
面
づ
く
り
に
全
力
投
球
致
し

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。     

（
藤
江
）

　　新
年
度
を
迎
え
、な
み
ま
る
く
ん
は
人
員
も

新
た
に
総
務
企
画
部
で
の
編
集
と
な
り
ま
し

た
。阿
部
、矢
幡
は
継
続
と
な
り
ま
す
が
、心
機

一
転
、今
年
も
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

浜
の
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
！！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
矢
幡
）

　　こ
の
春
よ
り
担
当
と
な
り
ま
し
た
。前
任
の

工
藤
と
同
じ
苗
字
、同
じ
性
別
の
工
藤
で
す
。

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、皆
さ
ん
に

楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。       （
工
藤
ゆ
）

13ページの間違いさがしの答え

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

雪
が
早
く
溶
け
て
春
が
き
ま
し
た
。養
殖

昆
布
も
順
調
み
た
い
で
す
。大
き
な
時
化
が

な
い
様
に
祈
っ
て
ま
す
。

（
利
尻
富
士
町
　
藤
原
基
子
さ
ん
　
67
歳
）

毎
年
函
館
も
雪
が
多
い
の
で
す
が
、今
年

は
雪
が
少
な
く
、良
い
も
の
な
の
か
悪
い
も

の
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、年
を
取
っ
た

私
に
は
大
変
ラ
ッ
キ
ー
な
年
で
し
た
。雪
は

こ
び
が
少
な
く
な
っ
て
助
か
っ
た
。足
や
腰

の
病
院
通
い
が
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。夏

の
水…

大
丈
夫
か
な
ー
。心
配
で
す
。

（
北
斗
市
　
福
永
乃
利
子
さ
ん
　
75
歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！

編集部からのお知らせ

マ
グ
ロ
食
べ
た
い
！
今
年
も
大
漁
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
！

（
福
島
町
　
川
口
つ
ぐ
み
さ
ん
）

弘
前
に
来
て
２
年
目
で
す
。根
室
の
実
家

で
昆
布
干
し
し
て
た
頃
が
な
つ
か
し
い
で

す
。な
み
ま
る
も
し
ば
ら
く
振
り
に
目
に
し

ま
す
。

（
弘
前
市
　
大
島
海
輝
哉
さ
ん
　
19
歳
）

ニ
ュ
ー
ス
で
桜
の
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
頃
で
す
。

楽
し
み
で
す
ね
。

（
小
樽
市
　
宮
古
登
美
子
さ
ん
）

今
年
は
雪
も
少
な
く
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、

い
つ
ま
で
も
寒
く
て
、ス
ト
ー
ブ
を
消
せ
ま

せ
ん
。年
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

（
泊
村
　
秋
山
祐
子
さ
ん
　
82
歳
）

浜
は
か
れ
い
刺
網
漁
が
最
盛
期
で
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
知
行
さ
ん
）

栄
養
辞
典
の
糖
質
に
つ
い
て
の
記
事
は
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
人
に
は
何
よ
り
の
情
報

だ
っ
た
と
思
う
。「
過
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に
摂
る
事
」は
調
理
法
に
も
参
考
に
な

る
は
ず
！

（
浦
河
町
　
Ｋ
・
М
さ
ん
　
52
歳
）

今
年
も
女
性
部
の
釧
勝
地
区
大
会
が
あ

り
、皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
拝
見
し
て
、１

年
間
の
パ
ワ
ー
を
し
っ
か
り
頂
い
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。ま
た
１
年
間
、笑
顔
で
、健

康
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

（
浜
中
町
　
徳
光
直
子
さ
ん
）

は
や
く
サ
ク
ラ
咲
か
な
い
か
な
ぁ
。４
月
で

１
歳
に
な
る
息
子
に
早
く
見
せ
た
い
で
す
。

暖
か
く
な
ー
れ
。

（
厚
岸
町
　
Ａ
・
Ｏ
さ
ん
　
24
歳
）

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

海難ゼロ　腕より勘より　まず確認

次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん5月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②13ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編
集
後
記

〈宛先〉 5月22日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当　

（ＦＡＸ） 011-242-3543　
（電子メール） info@gyoren.or.jp

４
月
号
掲
載
記
事
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　  
お
詫
び
と
訂
正

　
前
号（
４
月
号
）の
裏
表
紙「
浜
の
お

か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
」に
掲
載
い
た
し
ま
し

た
米
森
み
ゆ
き
さ
ん
の
お
写
真
が
別
の

方
の
お
写
真
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
改
め
て
米
森
さ
ん
の
レ
シ

ピ
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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特集

北るもい漁協

米森 みゆきさん

・殻付甘えび・・・28匹
・殻付ほたて・・・12枚
・にんじん・・・30ｇ
・玉ねぎ（大）・・・1/4個
・三つ葉・・・30g
・天ぷら粉・・・適量

・冷水・・・適量
・サラダ油・・・適量
・みりん・・・50cc
・醤油・・・50cc
・昆布だし・・・1.2カップ
・ご飯・・・2合

今回は甘えびとほたてを贅沢に使った「かき揚げ
丼」をご紹介します。プリプリ・サクサクの甘えびと
ほたての風味に、思わず箸が進むことうけあい
です。

材料（4人分）

かき揚げ丼
えびとほたてがたっぷり！ ちょっと贅沢ご馳走丼

浜のおかあさん

レシピ

殻付甘えびの頭を取り、殻をむく。
殻付ほたてをむき、貝柱を1/4に切る。
にんじんは3cmの長さの細切りにする。玉ねぎ
は繊維にそって縦に薄切りにする。三つ葉は
3cmの長さに切りそろえる。
ボールに天ぷら粉と冷水を入れて溶き、だまが少し
残る状態まで太めの箸で切るように混ぜる。
ボールに①②③の材料を入れ混ぜ合わせ、少量
の天ぷら粉を全体にまぶす。
⑤に④を加え混ぜ合わせ、木杓子にのる分量ず
つひとまとめにし、170℃の油できつね色になる
まで揚げ、油を切る。
鍋にみりんを入れて火にかける。煮立ったら醤油
と昆布だしを加えさっと煮て、つゆを作る。
⑥のかき揚げを⑦で作ったつゆにくぐらせ、丼に
よそったご飯にのせたら出来上がり。

❶
❷
❸

❹

❺

❻

❼

❽

作り方

水産技術普及指導所を訪ねて ～最終回 宗谷・留萌海域～
平成29年度ぎょれん事業計画 －後編－

見開き.indd   20 2017/04/24   16:38


